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TimeFiller：生活を無理なくコンテンツで満たすメディアプラットフォーム

渡邊 恵太 石川 直樹 栗原 一貴 稲見 昌彦 五十嵐 健夫∗

概要. 録画装置やインターネットによるオンデマンド映像配信によって，ユーザはテレビ番組表のスケ
ジュールに合わせるという生活から解放され，いつでも好みの映像を見られる環境が実現された．一方で映
像コンテンツは鑑賞時間を要するため，視聴時間の確保が難しい．そのため，今日では「いつ見るか」のほ
うが課題となりつつある．すなわち，ユーザはコンテンツへのアクセスが比較的自由になった一方で，日常
生活という時間制約からは自由になれていない．そこで，本研究ではユーザの時間の制約を解消しながら
見たいコンテンツとの接点を無理なく拡大する環境 TimeFiller を提案する．TimeFillerは，人生の仕事や
生存に必要な明確な目的を持った活動の時間以外の曖昧な空白時間にユーザが見たいと望んでいたコンテ
ンツで満たし，時間を有効に利用するメディアプラットフォームである．本論文では TimeFillerのデザイ
ンと実装について述べ，利用シナリオについて紹介し，最後に提案システムがもたらすユーザのコンテン
ツ鑑賞経験および日常生活の変容について議論し，まとめとする．

1 はじめに
録画装置やインターネットによるオンデマンド映

像配信によって，ユーザはテレビ番組表のスケジュー
ルに合わせるという生活から解放され，いつでも好
みの映像を見られる環境が実現された．
一方で，「録りためても結局見ない」という調査も

ある [1]．従来は見るべきタイミングが定まってい
たが，いつでも見られるようになったことで，「いつ
見るか」は，完全にユーザのモチベーションやスケ
ジュールに依存することとなり，タイミングの確保
が難しくなってしまったのである．すなわち，コン
テンツを見るために自ら生活上の大小さまざまなタ
スクや都合を調整し，時間確保と決断が要求される
ようになってしまった．さらに，映像コンテンツは，
鑑賞に比較的長い時間を要し，人の時間を拘束する
性質があること [10]も，時間確保や調整が難しい原
因となっている．そして映像コンテンツは，生活の
都合に比べれば優先度は必ずしも高くならない．
したがって「いつでも見られる」というコンテン

ツ視聴スタイルは，絶対に見る必要があるコンテン
ツでない限り，見る機会をつくり出すコストが高く
なり，「見ない」ということに帰結すると我々は分析
する．
しかしこれでは，そのタイミングでしかみられな

いともすると，半強制的にユーザが番組表に合わせ
て生活したほうが，多様なコンテンツ視聴の接点を
適度に作る点おいては，有効な手法だったというこ
とになりかねない．
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図 1. TimeFillerのコンセプト．コンテンツをすき間
時間に最適化しすき間なく満たす

この問題をインタラクションの観点から整理する．
テレビ番組表による一方的な情報配信方法は，ユー
ザの嗜好通りとはいかないが，多様な情報との接点
をつくる意味ではインタラクションコストが低い．
一方，蓄積，オンデマンド型は，嗜好に合ったコン
テンツを見られる可能性は高まるが，スケジュール
調整などを含めて，ユーザの能動的なアクションが
必要であるため，インタラクションコストが高い．
たとえば，友人から面白そうなDVDを貸してくれ
る言われた際，私たちは「見たいけど今は見られな
いな，暇があれば見たいな」という表現をすること
があるが，これは生活の都合を優先することが理由
と考えられる．
このように，ユーザはコンテンツへのアクセスが

比較的自由になった一方で，日常生活という時間制
約からは自由になれていない．
そこで，本研究ではユーザの時間の制約を解消し

ながら見たいコンテンツとの接点を無理なく拡大す
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る環境TimeFiller を提案する．TimeFillerは，人
生の仕事や生存に必要な明確な目的を持った活動の
時間以外の曖昧な空白時間にユーザが見たいと望ん
でいたコンテンツで満たし，時間を有効に利用する
思想の元に設計したメディアプラットフォームであ
る (図 1)．TimeFillerは以下の特徴を持つ．

• 仕事 (TODO) の邪魔をしない

• 見たいコンテンツを確実に見られる

• 受動的な視聴スタイル＆無視可能

この 3 つの特徴を持ち，日常生活とより密で負
担のないコンテンツと人の関係の構築を目指す．具
体的には，ユーザのスケジュール情報をスケジュー
ラ（Google カレンダー）から抽出し，特定の用事
がない空き時間に，録りためた，全主要放送局の番
組コンテンツをユーザの嗜好に基づきすき間なく自
動配置する．そして，常時携帯しているタブレット
端末上で，時間になったら対応するコンテンツを再
生する．
これによりユーザは大局的な観点から安心して長

い再生時間のものを含めた「見たい」映像コンテン
ツを確実に鑑賞し消費していくことが可能になる．

2 関連研究
まず，YouTubeやニコニコ動画などの動画共有

サービスでは，グラフ探索や協調フィルタリング技
術などを用いた関連動画の推薦機能が既に広く用い
られている [3]が，個々のコンテンツの鑑賞時間に
ついては考慮されていない．
それに対して生活時間の待ち時間に合わせたコ

ンテンツ提供システムとして，筆者らが開発した
CastOven がある [7]．CastOven は生活の制約と
なっている電子レンジに待ち時間に着目し，その時
間の制約を利用して無理なくユーザとコンテンツと
の接点をつくりだすシステムである．また，プッシュ
型配信，水口らの提示型インタフェース [8]，といっ
たユーザの操作や情報要求が不明瞭であったり，モ
チベーションが低い際のインタラクション手法や，
偶然や遭遇によって情報との接点をつくりだそうと
する眺めるインタフェース研究がある．本研究では
これらの研究のように，無理なくコンテンツとの接
点をつくるインタラクションスタイルを踏襲しなが
らも，より生活全体での接点を広げることを目標に
している．
一方で，一定の再生時間を持つコンテンツを圧縮

し，鑑賞時間の削減を実現する技術も無理のない健
全なコンテンツ消費のためには有意義であり，研究
が盛んである．これはコンテンツの要約技術 [4][6]も
しくは高速再生技術 [2][5]に細分される．要約技術は
スポーツやニュース，監視カメラ映像などの「結果を
素早く理解する」ことに価値を認められるコンテン

AutoFillボタン 再生スクリーンへ

タイムシークバー

タイムラインメディアブラウザ

メディア切り替えタブ

図 2. TimeFillerのスクリーンショット

ツへの適用に向いており，高速再生技術は物語など
の「過程を楽しむ」ことに価値を認められるコンテ
ンツへの適用に向いている．本研究では生活の待ち
時間に合わせたコンテンツを選択する際，CastOven
のように膨大なコンテンツ群の中から適合する長さ
のコンテンツを探索することの他に，今ユーザが見
たいと思っている特定のコンテンツを適切な時間に
調整する機能の実現のために高速再生技術である
CinemaGazer[5]を用いることを検討する．
録りためた映像に対して，情報提示・ブラウズ手

法の工夫によって，ユーザの明確な要求がない場合
でも，ユーザの嗜好に合うコンテンツに出会う機会
をつくりだす Goromi-TV[9]がある．Goromi-TV
は，録りためてもみないという問題設定は同じもの
の，その原因として，「ユーザはたくさんある番組か
ら何を視聴していいかわからない」という分析から
出発している．一方本研究では，録画された見たい
番組あったとしても，タイミングをつくることが困
難であることに焦点を当てているため，その解決方
法の提案である点が異なっている．

3 TimeFiller

TimeFillerはユーザの仕事や都合の時間をシステ
ムが把握しながら，それ以外の時間をコンテンツで
満たすためのシステムである．TimeFillerは，１．
メディアブラウザ，２．タイムライン．３．ウィッシュ
リスト，４. 時間制約による動的配置（AutoFill),
5. 常時再生＆視聴の保留の 5つの機能によってそ
れを実現する．

3.1 メディアブラウザ
図 2左部分をメディアブラウザと呼ぶ．メディア

ブラウザは後に説明するタイムラインに配置可能な
コンテンツをリスト群である．リストは画面の上端
に，TV(テレビ番組), Private（個人が撮りためた
写真），Web (Youtube), Search(TV番組の検索),
WishList(見たいコンテンツリスト)のタブが並び，



TimeFiller：生活を無理なくコンテンツで満たすメディアプラットフォーム

切り替えられる．扱うテレビ番組は，NHK, NHK
教育，日本テレビ，フジテレビ，TBS, テレビ朝日，
テレビ東京の 7 局を 1 週間分の記録データである
（いわゆる全録という状態）．コンテンツはタイト
ルと概要が表示され，その背景にはサムネイルが表
示している（図 3）．テレビの項目は，13の項目に
分かれており，そのジャンルをタッチすると，その
ジャンルのコンテンツリストが表示される．Private
項目にはAndroidタブレットに保有する写真がアル
バム単位で表示される．Web項目には現在の実装で
はYoutubeが表示される．Search項目は，番組情
報に基づく検索が行える．なお，検索の履歴がTV
項目に 2件だけ表示され，TVのジャンルとして機
能する．たとえば「オリンピック」というような本
来ないジャンルを独自に設定することができる．

3.2 タイムライン
図 2右側をタイムラインと呼ぶ．タイムラインは，

1日 24時間が表示される．現代のライフスタイルを
考慮し 0時以降の配置もしやすいように，AM4:00
始まり-AM3:59終わりで表示している．タイムライ
ンは起動時にGoogleカレンダーの予定が読み込ま
れ時間に配置される．予定の背景には，現在予定の
タイトルでGoogle画像検索を行ったイメージが表
示される．
メディアブラウザより，見たいコンテンツがある

場合ドラッグ＆ドロップによって，タイムラインの特
定の時刻に配置できる．この際，2つの制約がある．
まずGoogleカレンダーの予定が優先されるため，そ
の部分に配置できない．次に配置するコンテンツの
時間の幅が，予定と予定の間やコンテンツがすでに
配置された間の場合，配置するコンテンツがその合
間時間以内でなければ配置できない．また，ある程
度ジャンルは絞りたいが，ここの隙間は何でもいい
からコンテンツを埋めたいという場合にDrag&Fill
機能を実装した．Drag&Fillは，TVのジャンルア
イコンをタイムラインにドラッグすると，そのすき
間の時間にできるだけ近いそのジャンルのコンテン
ツを自動選択し配置し，ユーザが時間ぴったりのコ
ンテンツを探す手間を省く．これはたとえば，夕食
から風呂の間に，スポーツ関係の情報を知りたい
が，特別の番組にはこだわらない場合に利用する．
これは検索履歴の項目に対しても有効である．その
ため何らかのオリンピック情報をこのすき間に埋め
るといったことができる．Privateの項目の写真ア
ルバムも，Drag&Fillが働き，その前後の予定ある
いはコンテンツの間が埋めるように配置される．写
真の場合はスライドショーとなり，2秒おきに写真
が切り替わり，アルバムの写真を埋められた時間内
BGMと共にループ再生する．Web項目のYouTube
もDrag&Fillが働く．なおタイムラインからの削除
はメディアブラウザにコンテンツを移動するだけで

テレビ番組のタイトルと概要

背景は番組開始5秒後のサムネイル

スター：見たい番組へのランク付け

図 3. 番組コンテンツ情報

よい．

3.3 ウィッシュリスト
メディアブラウザ内にあるコンテンツには，☆マー

クで 5段階のランクを設定できる (図 3)．デフォル
トでは 3になっている．4以上に設定すると，ウィッ
シュリストに表示される．見たい番組ほど高く設定
し，見たくない番組は 0に設定することで再生され
なくなる．ランクを設定したものはウィッシュリス
トに，ランクの高い順にリストされる．同位の場合
は新しいコンテンツが上位にくる．

3.4 時間制約による動的配置（AutoFill機能）
Googleカレンダーの自動配置場所，ユーザが自ら

コンテンツを配置した以外の場所に，メディアブラ
ウザ内に保有するコンテンツをすき間なく自動配置
する．配置アルゴリズム以下のようになる．1)ウィッ
シュリストの高い順番を最優先. 2) すき間時間にで
きるだけ近い長さのコンテンツを探す．3) 該当する
映像コンテンツがない場合は所有する写真がスライ
ドショーとして埋め込まれる. なお，順位や長さが
同一の場合はランダムになる．

3.5 再生と保留
図 2の「再生スクリーン」をタッチすると現在時

刻のタイムラインに配置されているコンテンツを，
サーバーよりストリーミング再生を行う．Google
カレンダーのユーザの予定の時刻には，予定タイト
ルと，予定タイトルキーにしたGoogle画像検索結
果が表示している（何も表示していない．予定や映
像コンテンツの再生が 90％になった時点で，この
コンテンツを視聴したか？を示す「見た」のボタン
と，次のコンテンツ予告が表示される (図 4)．「見た」
を実行すると，ウィッシュリストとメディアブラウ
ザからは削除される．「見た」を実行しない場合は，
ユーザはそのコンテンツをなんらかの都合で見られ
なかったと見なし，そのコンテンツはウィッシュリ
ストに保持されたままとなる．そして，その直後に
その日のタイムラインは再レイアウトされる．また，
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次の番組表示

再生の取り止め

このコンテンツを見たかどうか

図 4. 90 ％再生時に「見た」ボタン表示と次の番組案
内が表示される

コンテンツが提示されて見始めたはいいが，面白く
なく見るのをやめたい場合は閉じるボタンを押すこ
とで，視聴をやめることができる．その際，同時に
タイムラインとウィッシュリストからそのコンテン
ツが取り除かれる．

3.6 実装
サーバクライアントシステムとして，プロトタイ

プを実装した．
サーバ構成：Windows 7（ Core i7-3770@3.40GHz,
RAM 8GB ）の PCを利用した．ハードディスク
は 6TB とした．そこに， 7 チャンネル TV 番組
を同時に録画するために，テレビチューナーカード
（PX-W3PE）3個，およびUSBテレビチューナー 1
個搭載した．B-CASカードリーダーは　NTT-ME
SCR3310-NTTComを利用した．サーバーソフトウ
ェアは，地上デジタル放送の録画のために RecTest,
TVRockを使った1．記録は 1440*1080で記録して
いる．また，RubyとAutoHotkeyを使ってこれら
のソフトウェアを制御し，番組を自動で予約・録画・
情報抽出・配信する機能を実装した．クライアント
で使用するテレビ番組のサムネイルは，FFMpegを
利用し，番組開始 10秒後の画像を取り出した．サー
バー上では，6TBいっぱいになるまで 7局の番組を
録画し続ける．いっぱいになると古いデータから削
除を行う．ただし，ウィッシュリストにあるものは
削除されない．
クライアント構成：Androidタブレット (Acer Iconia
Tab A700) を利用し，Androidアプリケーション
として実装した．このアプリケーションはスタート
画面，タイムライン画面，コンテンツ画面の 3つか
ら成る．スタート画面では非同期で番組のメタ情報
とサムネイル・Google カレンダーの予定にマッチ
する画像をダウンロードする．ユーザーが番組に付
けた評価はUDPでサーバーに送信する．その進捗

1 http://tvtest.zzl.org，これらのソフトウェアは全てソー
スコードが公開されている
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図 5. 1週間に放送される TV番組の時間幅別個数

はプログレスバーなどで詳しく表示される．全体を
通して Androidのハードウェア支援機能をふんだ
んに活用し，高速なレスポンスを実現した．

3.7 実行と考察
〈AutoFillについて〉AutoFillによって，タイムラ
インがすべて埋まることを確認した．すきま時間が
ぴったりと埋めるためには，テレビ番組のコンテン
ツの組み合わせが基本となる．構想当初は，テレビ
番組で予定のすき間を埋めるには，制約が多すぎる
と懸念していたが，ある 1週間で蓄積するコンテン
ツ数は 2890個で，それぞれの時間の分布は図 5に
示すように2，1時間以内のものが多いことがわかる．
特に 10分以内の比較的短いコンテンツも多いこと
がわかる．その結果，テレビ番組の組み合わせだけ
でも，多様な組み合わせができるため，さまざまな
すき間を埋めることができる．テレビコンテンツで
埋められない場合，所有の写真をBGM付きスライ
ドショーとして配置し，1分未満の隙間も埋めるこ
とができる．また，所要時間を優先したい場合，た
とえばCinema-gaizer[5]といった技術を利用し時間
圧縮することによってより柔軟に多彩なコンテンツ
をすき間に埋め込めるだろう．
〈TimeLineについて〉何も予定がない場合，コンテ
ンツで埋められてしまう．そのため，Googleカレ
ンダーの予定を細かく記入していく必要がある．た
とえば，睡眠時間や昼食時間は一般的にスケジュー
ラーには記入しないことが多いが，本システムでは
積極的に個人の予定を細かく記入することが望まれ
る．これについては議論でも述べる．
〈再生について〉配置されるテレビ番組の長さはＣ
Ｍも含む長さとなっているため，CMを含めて早送
りやその番組内シークはできない仕様になっている．
したがって，現状の仕様ではCMもリアルタイムの

2 120分以上の番組もいくつかあるがグラフからは省略し
ている
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放送のように見る必要がでてくる．ただし，この問
題は早送りを可能にする仕様に変更し，かつ想定時
刻より早く終了 たとして，その空いた時間さらに
AutoFillすることによってすき間をなくすといった
ことで解決できる．あるいはCMをあらかじめ検出
し，CMをキャンセル仕組みを実装しそれを除いた
時間でAutoFillを行う方法も考えられる．

4 議論
4.1 利用シナリオ例

TimeFillerを利用することで，ユーザはコンテン
ツとの接点の拡大を見込めるが，その生活の変容は
個々のユーザのライフスタイルに深く関わるもので
あるため，包括的に記述することは困難である．そ
こでここでは TimeFillerの特徴を活かした利用例
について想定シナリオを紹介する．
独身女性，学生．20代：フランスに来年から留学

するため，フランス語学習番組と，フランスの観光
番組を時間があれば見たいと思っている．メディア
ブラウザから「フランス」をキーワードに検索し，
気になったものすべてランクを 10にしておいた．カ
レンダーの予定以外の部分がフランスのコンテンツ
に関するものを中心に埋まった．ただし彼女は忙し
いため，結果的に見られず，無視するコンテンツも
多かった．しかし，「見た」というボタンを押して
いないので，次の日，あるいのはそのさらに次の日
と，何度もすきま時間コンテンツが入りこんでくる
ため，日数はかかったものの，目にする機会の多さ
から，留学出発前までに多くのフランスコンテンツ
を鑑賞することに成功した．解説：テレビ番組とい
うと，エンタテイメントと考えがちだが，語学番組
やドキュメンタリーなどのコンテンツもある．モチ
ベーションはそこそこあるが，時間をつくりにくい
ユーザにも役立つ．
既婚男性，会社員 40代：毎日の電車通勤が 40分．

移動時間やすき間時間を有効活用して，新しい趣味
や最近のトレンドを知りたいと思っている．起床後
はニュースもいいが，家族とのコミュニケーション
を大事にしている．だから家を出る時間までは，写
真アルバムを Fillしてある．家族の思い出写真が家
族の会話を弾ませる．ちょうど家を出る時刻に 5分
天気予報を配置している．支度しながらこれを見終
わって自宅を出て駅に向かうとちょうど会社に 9時
に着く電車に乗れる．徒歩と電車は 50分で最近は
音楽番組をFillしてある．これなら歩きながらでも，
目を閉じていてもある程度楽しめるコンテンツだし，
気になったアーティストは顔も知っておける．会社
の部下との話のネタにもちょうどいい．見たいコン
テンツを配置していたら，自然と生活にリズムもで
きて，なんだか生活も楽しいし仕事も好調だ．解説：
複数のコンテンツの配信タイミング設計できること

は，逐次コンテンツフォルダにアクセスして何を見
たいか考えて見るというような煩わしさを取り除く．
さらにタイミングを考えるとは，生活のデザインに
もなる．これまで生活の設計とはやるべきことが中
心であったが，TimeFillerはエンタテイメント，楽
しみを設計ができる．結果的にやるべきこともデザ
インされ生活の質を向上させる．

4.2 時間を埋めることは充実かストレスか
TimeFillerは，ユーザの生活を無理なくコンテン

ツで埋める．したがってシステム視点では「何もな
い時間」がなくなり，原理的にユーザとコンテンツ
との接点は拡大する．今日膨大にあるコンテンツと
ユーザの接触のチャンスを向上し，新しい情報や知
識の出会いによって新しい好奇心や興味をつくり，
よりよい人生の創出が期待できる．一方で，24時間
埋まったタイムラインを見ることは圧迫感や息苦し
さなどストレスになる可能性もあるだろう．ストレ
スを緩和するために，たとえばやや長めの映像コン
テンツのあとには，比較的無視しやすい個人の写真
必ず 10分程度，休憩の意味をかねて配置するといっ
た方法も考えられるだろう．あるいは「何もしなな
いぼーっとした時間が重要だ」というような主張も
あるだろう．こういった要求にも本システムで「何も
しない時間を適度に入れるように Fillする」といっ
た機能によって応えられるかもしれない．ただしこ
の議論を進めると，システムを利用せず「自由気ま
まに生活すればいい」という方向へ帰結してしまう．
これを議論するためにはまず「カレンダーの空白時
間」や「何もしないとした時間」がどういう性質を
持つかを分析することが必要になる．TimeFillerは
受動的なコンテンツスタイルである一方，見ること
を押しつけない仕組みとして「見た」の評価機能が
ある．そのため突発的な電話や病気などの気分の悪
化で，TimeFillerの前から離れて見たかった映像コ
ンテンツのを見逃したとしても，「見た」を押さない
限りウィッシュリストに保持されるため，システム
が自動的に次のタイミングを再設定してくれる．

4.3 情報の価値は時間制約で変わる
我々は時間のすき間，たとえば人との待ち合わせ

で早く着いた場合に，何もせずに待つこともできる
一方，普段雑誌をあまり読まない人であっても，自
ら読むことは少なくないだろう．Amazonの情報推
薦もある目的があるときに推薦されると煩わしく感
じることもあるが，そういったふとした待ち時間に
Amazonであなたへおすすめ本を一括してみせても
らえると，それは雑誌を読むことよりも価値の高い
情報かもしれない．映像コンテンツにおいては，見
たいコンテンツがあっても空き時間より時間の幅が
短い場合でなければ，ユーザは見ること躊躇するだ
ろう．すなわち，2時間のハリウッド映画の超大作
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と言われているものであっても，30分の空き時間が
ないときにそれを見るかといえば，そのときは 30
分以内で終わるコンテンツを見ることを選ぶのでは
ないだろうか．しかもあと 30分待つようなことが
わかってる状況では，なるべく 30分ぴったりであ
るほど都合がいい．つまり，コンテンツはユーザの
嗜好ばかりだけでなく文脈，特に時間の制約がユー
ザの嗜好よりも強力な選択理由になることがある．
したがって，TimeFillerの時間に注目したコンテン
ツ推薦は重要であり，新しい情報推薦手法として期
待できる．

4.4 スケジュールを細かく入れるようになる副作用
なにもしない（スケジュールを入れない）と映像

鑑賞が組み込まれるため，ユーザは結果としてより
精密にスケジュールを入れるようになることが期待
できる．結果として通常のスケジューラよりも仕事
の管理が進み，生活に規律がもたらされるようにな
る．また仕事のあとにウィッシュリストによって見
たいコンテンツが配置される仕組みのため，「この
仕事のあとはあの映画だ」というように小さな目標
（報酬）としての効果も期待できる．

5 おわりに
本研究では，いつでも見られるようになったコン

テンツに対して，いつ見るかのタイミングを問題
とし，無理なくユーザの生活時間にコンテンツを満
たすシステム TimeFillerを提案，開発した．そし
てTimeFillerの特徴や利用シナリオについて述べ，
TimeFiller による生活の変容や課題について議論
した．
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未来ビジョン

時間の知能化
ProgrammableLife
人生の充実

ユビキタスコンピューティングの発想は情
報の「空間的浸透」という側面が強かったが，
我々は情報の時間的な浸透を目指す．生活時間
をコンテンツで満たすことによって，最終的に
は人生の充実を目指す．人生の時間は限られて
いて「増やす」ことは困難である．そのため，
TimeFillerのように時間をすき間に利用する
戦略は少なくとも一つの方法である．今回提案
したシステムでは，主にテレビコンテンツを利
用していたが，ビデオゲームや SNSといった
コミュニケーション，学習あるいはスポーツ，

ダイエット，健康管理にも利用できるだろう．
さまざまなコンテンツを本システム上の配置
することによって，「あとでやる」「いつかやり
たい」といったユーザの目標，夢を実現してい
くツールとしても期待できる．ポイントは文
字によってスローガン掲げるような目標設定
ではなく，それを実現するための行動のため
のコンテンツに置き換えるということである．
時間という数字の表現から，すべてがコンテ
ンツや意味に置き換わり，時間は知能化してい
くだろう．また人生の充実のためにはこのよう
な時間資源の有効利用とともに，コントロー
ルできることが重要である．言い換えれば，プ
ログラマブルな人生の実現である．やりたい
ことや，なりたいものに確実に近づく世界．運
命かのようにもなるし，ランダムを設計でき
るように，偶然も設計できる世界が訪れる．


